
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
】 

（
続
報 

８
月

23

日
付
け
） 

 
皆
様
の
ご
協
力
で
第
１
礼
拝
と
第
２
礼
拝

に
出
席
者
が
分
散
し
て
礼
拝
を
守
れ
て
い
る

こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。
密
を
避
け
、
換
気
を

十
分
に
行
い
な
が
ら
礼
拝
式
を
継
続
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

一
方
で
、
出
席
に
不
安
の
あ
る
方
、
ご
高

齢
の
方
、
リ
ス
ク
の
高
い
疾
患
を
抱
え
て
い

る
方
、
ご
家
族
が
心
配
し
て
お
ら
れ
る
方
に

は
、
無
理
を
な
さ
ら
ず
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で

礼
拝
の
時
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

主
任
牧
師 

石
田
敏
則 

担
任
牧
師 

荻
野
泰
弘 

  

■
創
立
記
念
礼
拝 

 

９
月
６
日
（
日
） 

例
年
の
よ
う
に
愛
餐
会
な
ど
は
行
え
ず
、

合
同
礼
拝
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
分
散
を
し
て
も
心
を
合
わ
せ
て

感
謝
の
礼
拝
を
さ
さ
げ
た
い
と
願
い
ま
す
。 

 

■
礼
拝
式
に
出
席
さ
れ
る
方
は
事
前
の
お
申

し
込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

・
申
込
期
限 

毎
週
、
金
曜
日 

 

・
方
法 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル 

電
話
受
付
は
朝

10

時
～
夕
５
時 

 

※
可
能
な
方
は
、
第
１
礼
拝
出
席
を 

   

■
礼
拝
式
出
席
の
注
意
事
項 

 

・
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、
検
温
の
実
施
。 

 

・
指
定
場
所
に
着
席
し
間
隔
を
確
保
。 

 

長
い
す
１
台
に
つ
い
て
原
則
ひ
と
り
。
但

し
、
介
助
が
必
要
な
場
合
は
ふ
た
り
で
座

れ
ま
す
。 

 

・
賛
美
、
交
読
、
信
仰
告
白
な
ど
の
発
声
は 

大
き
な
声
を
出
さ
な
い
。 

 

・
備
品
の
聖
書
・
聖
歌
は
使
用
し
な
い
。 

 

出
席
カ
ー
ド
は
出
さ
な
い
。 

 

・
握
手
、
ハ
グ
等
の
接
触
は
禁
止
。 

 

・
人
と
の
距
離
を
保
ち
会
話
は
短
く
。 

 

・
本
日
の
お
花
は
、
林
眞
実
姉
の
誕

生
日
を
記
念
し
て
林
家
よ
り
さ
さ
げ

ら
れ
ま
し
た
。 

 

・
Ｏ
Ｍ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
（
９
月
） 

受
付
に
あ
り
ま
す
。 

 

【
本
日
の
予
定
】 

■
礼
拝
映
像
ネ
ッ
ト
配
信 

第
１
礼
拝
（
９
時
）
を
配
信
し
ま
す
。 

11

時
か
ら
は
録
画
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

■
小
学
科
礼
拝 

10

時
半
～ 

司 

荻
野
し
兄 

話 

林
修
養
生 

ゲ
ー
ム 

若
月
寛
兄 

 

■
第
２
礼
拝
後 

・
週
報
発
送 

 
 

担
当 

金
川
姉
、
金
城
姉 

 

・
会
堂
清
掃
、
ト
イ
レ
掃
除 

毎
週
の
ご
協
力
を
感
謝
し
ま
す
。

本
日
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

・
役
員
会 

３
階 

13

時
半
～ 

 

・
オ
ー
ル
シ
オ
ン
青
年
集
会 

オ
ン
ラ
イ
ン
集
会 

15

時
～ 

 



 

８
月

23

日 

聖
日
礼
拝 

順
序 

 
 

第
一
礼
拝 

9

時 

荻
野
牧 

荻
野
し
兄 

 
 

第
二
礼
拝 

11

時 

武
山
兄 

美
名
子
姉 

 
 

 
 

 
前 

 

奏 

 
 

招 
 

詞 

イ
ザ
ヤ
書

60

章
２
節 

「
見
よ
、
闇
が
地
を
お
お
っ
て
い
る
。
暗
黒

が
諸
国
の
民
を
。
し
か
し
、
あ
な
た
の
上

に
は
主
が
輝
き
、
主
の
栄
光
が
あ
な
た

の
上
に
現
れ
る
。｣

ア
ー
メ
ン  

 
 

会
衆
賛
美 

聖
歌
５
０
１ 

 
 

会
衆
賛
美 

大
い
な
る
方
に 

主
の
祈
り 

交 
 

読 

詩
篇
３
４
篇

11

～

18

節 

礼
拝
祈
祷 

 
 

使
徒
信
条 

聖
書
朗
読 

ヨ
エ
ル
書
２
章

11

～

17

節 

説 
 

教 

預
言
者
の
叫
び 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
田
い
つ
子
牧
師 

会
衆
賛
美 

聖
歌
４
１
８ 

献 
 

金 

 
 

頌 
 

栄 

聖
歌
３
７
６ 

 
 

祝 
 

祷 

 
 

 

報
告 

感
謝
祈
祷 

 

奏
楽 

■
共
に
祈
り
ま
し
ょ
う 

・
大
田
区
立
の
小
中
学
校
は
今
日
が
夏
休

み
最
終
日
。
明
日

24

日
か
ら
２
学
期
が
始

ま
り
ま
す
。
夏
休
み
で
す
。
新
学
期
が
守
ら

れ
る
よ
う
に
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
指
導

す
る
学
校
・
幼
稚
園
の
教
師
、
保
育
士
の
た

め
に
。 

 

・
東
京
を
は
じ
め
全
国
で
感
染
者
数
が
増

え
て
い
ま
す
。
社
会
を
導
く
政
治
家
、
行
政

が
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
。 

 

・
医
療
機
関
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
。
医
療
従

事
者
が
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
。 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
罹
患
し
て

い
る
方
の
回
復
の
た
め
に
も
。 

 

・
経
済
的
困
窮
に
あ
る
方
、
新
し
い
生
活
に

戸
惑
っ
て
い
る
方
が
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
。

社
会
的
弱
者
が
支
え
ら
れ
る
支
援
体
制
が

社
会
で
充
実
す
る
よ
う
に
。 

 

・
シ
オ
ン
教
会
メ
ン
バ
ー
と
家
族
、
関
わ
る

方
々
の
心
と
体
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
。
ま
た
、

生
活
費
な
ど
経
済
的
に
も
支
え
ら
れ
る
よ

う
に
。
日
本
・
世
界
の
教
会
の
た
め
に
も
。 

 

・
豪
雨
被
害
が
出
て
い
る
九
州
を
は
じ

め
と
す
る
日
本
各
地
の
た
め
に
。
猛
暑
、

台
風
か
ら
も
日
本
各
地
が
守
ら
れ
る
よ

う
に
。 

 

・
水
害
に
よ
る
被
災
地
の
教
会
と
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
の
た
め
に
。
苦
し
み
を
共
に

す
る
中
で
主
に
あ
る
希
望
が
示
さ
れ
る

よ
う
に
。
ま
た
、
必
要
な
助
け
が
主
か

ら
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
。 

 

・
東
日
本
大
震
災
な
ど
こ
れ
ま
で
の
災

害
で
被
災
し
た
地
域
、
人
々
の
暮
ら
し

と
心
の
回
復
の
た
め
に
。
復
興
が
進
む

よ
う
に
。 

 

・
キ
リ
ス
ト
教
キ
ャ
ン
プ
施
設
の
た
め

に
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

収
入
が
大
き
く
減
少
し
運
営
に
甚
大
な

被
害
が
出
て
い
ま
す
。 

 

・
高
齢
者
、
病
床
の
方
、
介
護
し
て
い

る
方
々
の
た
め
に
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
介
護
に
も
支
障
が
出
て

い
ま
す
。
支
え
ら
れ
る
よ
う
に
。 


